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クアプラザビリカが
12月25日にオープンyy

ス
2
・
l
p
、
C
コ
ー
ス

l

8
広

D
コ
l
ス
こ
か
、
E
コ

ス

5

7

P
、
エ
プ
ロ
ン
而
二
P
の
計

m
i

p
内
総
耐
紛
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ス
キ

l
コ
l
ス
も
辛
均
斜
度
日
皮
、

最
大
斜
皮
切
、
幻
度
を
有
す
る
コ
ー

ス
で
、
初
級
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し

め
る
ス
キ

l
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

P

L

E

T

c

、
:
l
i
;

リ
フ
ト
付
主
F
U
1
2
日

5
上

高
速
ベ
ア
リ
フ
ト
(
二
人
乗
り
)
で
、

取
上
ま
で
の
所
用
時
間
約
叩
分

(秒

速
2
・
3
υ川)。

輸
送
能
力
は
毎
時

1
、
2
0
0
人
で
発
点
間
隔
は

6
紗

と
な

っ
て
い
ま
す
.

駐
車
場
は
、
而
制
l
、
7
1
3
4

ガ
幻
を
有

L
.
大
明
パ
ス

5
h
、
来

用
単
位
向
が
期
市
中
で
き
る
ス

ペ
ー
ス

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
照
明
施
設
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
は
諸
般
の
事
怖
か
ら
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ス
キ
l

愛
好
者
な
ど
か
ら
設
置
要
望
が
多
い

こ
と
か
ら
、
本
年
度
町
営
業
体
制
を

孝
慮
し
な
が
ら
‘
来
年
度
に
も
設
出

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
不
便
等
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
の
う
え
、
ご
利
用
下
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
九
月
に
、
具
体
的
な
ピ
リ
カ
ス
キ

i
場
町
整
備
計
画
が
立
て

勺
れ
て
か
ら
八
年
目
、
待
望
の
ス
キ

l
場
建
設
が
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

今
年
度
は
、
ゲ
レ
ン
デ

1
ニ
コ

l
ス
、
附
帯
工
事
と
し
て
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
、

温
泉
浴
場
棟
、
屋
内
温
水
プ

l
ル
等
の
建
設
工
事
が
、
+
二
月
二
十
五
日
の
オ

ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
、
秋
色
を
深
め
る
同
地
に
お
い
て
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
九
月
の
定
例
町
議
会
に
提
案
さ
れ
、
議
決
さ
れ
た
管
理
運
営

体
制
を
含
め
た
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
ス
キ

1
場
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
、
温

泉
浴
場
棟
及
び
温
水
プ

ー
ル
等
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

• • 
リ
フ

P

ピリカスキー場

5コース

リ司，
av

こ
ん
な
ス
キ
ー

コ
l
ス
が
で
き
ま
す

ス
キ
l
コ
ー
ス
は
、

A
l
E
円
五

コ
l
ス
が
持
備
さ
れ
、
初
級
か
ら
上

級
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に
造
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

A
コ
ー
ス
(
パ
イ
オ
ニ
ア
)
は
延

長
1
、
4
4
8
H
M
平
均
斜
度
日
度
、

最
大
斜
度
目
度
で
あ
り
、
主
と
し
て

初
中
級
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

B
コ

ス

(
エ
キ
サ
イ
テ
ン
グ
)
は

延
長
1
、

4
1

0
灯
、
平
問
斜
度
げ

度
、
政
大
斜
度
初
皮

C
コ
!
ス
(チ

ャ
レ
ン
ジ
)
は
延
長
1

3
8
0
μ

平
均
糾
度
同
皮
、

以
大
斜
度
幻
皮
で
、

B

C

コ
ス
と
も
起
伏
に
出
み
、

中
・
上
級
者
に
と

っ
て
楽
し
め
る
コ

ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。

D
コ
ー
ス

(
ス
ペ
シ
々
ル

)
は
延
長
1
、
4

9

3
幻
と
最
も
長
く
平
均
斜
度
目
度

最
大
斜
度
お
皮
と
比
較
的
き
つ
い
斜

度
が
設
け
ら
れ
、
中
級
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
E
コ

ス

(
フ
ァ
ミ

リ
ー
)
は
延
長
1
、
3
2
9
訂
で
平

均
斜
度
日
度
、
最
大
斜
度
初
度
で
あ

り
、
コ
ー
ス
何
が

τ帯
広
く
設
け
ら

れ
.
起
伏
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
か

ら
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
搬
し
め
る
コ

l
ス

と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
フ
ト
に
来

っ
て
山
前
部

に
降
り
立
つ
と
、
正
面
に
長
万
部
町

〕2
 

〔

建
設
に
至
る
経
過

今
金
町
は
.
晶
、
期
間
的
積
雪
が
多

く
豪
雪
地
域
、
加
え
て
週
休
一
一
日
が

定
喝
し
て
い
く
余
暇
時
代
を
迎
え
る

な
か
で
‘
丸
、
を
い
か
に
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
課
題
で
あ

り
ま
し
た
。

町
内
の
小

中

学
校
で
は
、
冬
肉

体
育
授
業
の
正
献
と
し
て
ス
キ
授

オープンが待ち遺Ll'ピリカスキー場

〈タアプラザピリカとは〉

クア(ku r )とはドイツ語で、治療・保警の意味があり、

プラザ (plaza)はスペイン語で広場という意味です。

美利河地区に建設中の温泉浴場、温水プール、スキー場及び緑

地公園等奇施設とこれらを管理する管理センターハウスを総称し

て、温泉を軸として利用した総合的な健康づくりをめぎす保養広

場として「クアプラザピリカ」と命名しました。

• • 
(阿
川
町
九
百
七
十
二
日
川
)
カ
ニ
カ
ン

民

(同
九
百
八
十
幻
)
円
山
々
が
望

的
、
肌
下
に
尖
利
河
ダ
ム
内
湖
而
が

広
が
る
、
紫
附
ら
し
い
円
然
景
観
が

楽
し
め
る
ス
キ

l
コ

ス

に

な

っ
て

い
ま
す
。

管
理
・
運
営
に
つ
い
て

町
で
は
、
企
業
誘
致
を
第

一
に
考

え
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
社
運
営
等

も
考
慮
し
主
が
ら
、
で
き
る
だ
け
効

率
の
よ
い
通
官
を
図
り
た
い
と
対

外
部
按
衝
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

適
当
な
進
出
企
業
等
が
な
い
た
め

町
直
営
に
よ
り
営
業
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
.

・
雇
用
計
画
は
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ

リ

カ
の
担
当
は
、
町
商
工
観
光
訓
が

任
に
あ
た
り
、
セ
ン
タ
ハ
ウ
ス

放
を
取
り
入
れ
る
な
ど
‘
子
供
か
ら

一
般
町
民
ま
で
大
変
ス
キ

l
愛
好
者

が
多
い
土
地
柄
で
あ
り
ま
す
.

そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
当
町
に

は
設
備
の
整

っ
た
ス
キ

l
場
が
な
く
、

ま
た
、
近
隣
町
村
に
も
利
用
で
き
る

施
設
が
な
い
た
的
、
リ
フ
ト
が
完
備

さ
れ
た
ス
キ

l
場
内
開
設
が
ス
キ

l

愛
好
者
を
は
じ
め
、
教
育
関
係
者
向

間
か
ら
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
.

こ
の
た
め
町
で
は
、
地
域
住
民
的

レ
ク
リ
ェ
ー
ン
ョ
ン
施
設
の
充
実
、

学
校
教
育
的
場
町
拡
大
と
地
域
経
済

の
振
興
を
図
る
た
め
、
園
、
遣
の
補

助
を
受
け
‘
総
額
約
十
五
億
五
千
万

円
の
投
資
を
し
て
、
ス
キ

l
場
等
円

建
設
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

ス
キ

l
場
の
概
要

ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
は
、
国
道
を
扶

み
ピ
リ
カ
ダ
ム
町
真
向
い
、
国
道
か

ら
四
百

μ
地
占
に
位
閉
山
し
て
い
ま
す
。

国
道
か
ら
見
た
よ
り
は
、
近
く
で
見

る
と
椋
町
四
百
HM
と
そ
れ
ほ
ど
寓
く

な
い
山
で
す
が
、
傾
斜
面
も
よ
〈
雄

大
で
す
.

ゲ
レ
ン
デ

l
は
、
五
コ

l
ス
を
有

L
.
A
コ
l
ス
6

5

P
、
B 
コ

九
名

(列
三
名
、
女
六
名
)
温
泉

浴
場
及
び
地
ホ
プ

l
ル
三
名

(
列

二
名
.
女

一
名
)
ス
キ

l
場
に
弟

子
七
名
町
計
十
九
名
の
臨
時
職
日

の
腐
周
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

・
ス
キ

l
場
の
運
営
期
間

十

二
月

二
十
五
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
て

-
リ
フ
ト
運
行
時
間

午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時

J

リ
フ
ト
使
用
料
左
記
の
と
お
り、

ニ
セ
コ
な
ど
に
比
べ
ま
す
と
、
割

安
な
料
金
設
定
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。

様別 A 人 小 人

1園券 2∞円 150悶

11回券 2，0∞同 1，5∞阿

1 B券 2，6∞阿 2，醐円

半日券 1.100阿 1 筑~悶

y r札醐阿 16，(剛円

4 人と!~ ， ' 1ι ，，，~ ，生以下とする .

桜倒人で ー百~ b'促進れでのー利
周をJ;'事らして必'"す.

通
年
滞
在
型
の
観
光
地
の

形
成
を
め
ざ
し
た
附
帯
施
設
づ
く
り

町
で
は
、
多
様
な
機
能
を
持
っ
た
健
康
増
進
施
設
、
レ
ク
リ
ェ

l
y
ョ

ン
施
設
を
建
設
し
て
、
子
供
か
ら
老
人
ま
で
の
多
〈
何
人
々
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
、
通
年
滞
在
型
の
観
光
地
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
.

ン
タ

i
で
す
。

二
本
の
円
出
タ
ワ
ー
の

一
本
は
、

一
階
が
溢
以
と
出
水
プ

l
ル
械
に
接

続
す
る
ホ
ル
、

二
階、

三
階
部
分

は
田
崎
製
コ
ー
ナ
ー
に
な

っ
て
お
り
、

ス
キ

l
場
や
ダ
ム
が

一
望
で
き
、
四

季
を
過
し
て
素
晴
ら
し
い
景
観
を
昧

ピ
リ
カ
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

ス
キ
l
場
、
山
岡
山
県
、
出
水
プ

1
ル

と
平
成
三
年
度
完
成
予
定
の
紘
地
公

闘
を
総
指
管
理
し
、
外
観
が
凶
洋
的

城
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
、
ホ
テ
ル
と

レ
ス
ト
ラ
ン
的
機
能
を
持
つ
中
継
セ

1
 

3
 

〔
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〔

わ
っ
て
い
た
と
け
る
ぷ
川
に
な

っ
て

い
ま
す
.

も
う

一
本
町
タ
ワ
ー
は
欣
き
抜
け

に
主

っ
て
お
り
、
八
十
名
以
上
を
収

容
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。
盟
宗
主
メ
ニ
ュ
ー
を
用
芯
し
、

美
味
し
い
料
理
を
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

宿
泊
用
の
客
室
は
、
一
階
三
室
と

二
階
全
室
、
全
部
で
十
三
室
で
最
大

六
十
名
ま
で
収
容
で
き
ま
す
。
宴
会

川
に
使
用
で
き
る
過
し
都
民
も
あ
り
、

小
人
数
か
ら
五

l
名
民
度
ま
で
の
ι
H
t

会
も
で
き
る
よ
う
に
主

っ
て
い
ま
す
。

年
中
無
休
術
的
科
大
人

一
一山
二

食
付
き
、
六
千
二
百

4
l
円

(
山岡山市

プ
l
ル
利
則
料
金
込
み
)
小
人
同
瓦

千
三
百
円
で
す
。

全
は
よ
人

h
引
円

小
人
二
行
円
。

温
水
プ

l
ル

2陪平面図

川
以
内
掛
木
熱
を
利
用
し
、
熱
交

換
ン
ス
テ
ム
で
プ
ー
ル
に
地
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
-
一五い
川
、
五
コ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
温
は

初
度
C
に
保
た
れ
て
お
り
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
な
弘
、
期
間
、
ご
家
紋

連
れ
や
個
人
で
数
多
〈
ご
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
健
康
晴
進
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
中
無
休
で
、
ご
利
用
時
間
は
午

前
」
l

時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
@
料
世

は
大
人
三
百
円
、
小

・
中
生
二
行
円

幼
凡
百
円
で
す
。

l陪平面図

圃富田5.-.:岨-泊-‘圃直隆壁面z司図.

ポチイ21

" 

" 
ポーチ，，'

ピ
リ
カ
温
泉
浴
場

....，.重
己{会鰻重)

浴
場
は
男
湖
、
女
湯
と
も
に
、
普

通
俗
期
的
外
‘
ジ
ャ
グ
ジ
|
パ
ス
(
泡

風
呂
)
サ
ウ
ナ
、
冷
水
パ
ス
、
持
天

風
呂
が
付
設
さ
れ
、
ゆ

っ
く
り
く
つ

ろ
げ
る
設
計
と
な

っ
て
お
り
、
き

っ

と
日
則
的
疲
れ
を
い
や
し
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ

の
後
も
、
山
内
斌
に
ひ
た
り
、
胤
呂
上

が
り
は
レ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
で
ゆ

っ
た

り
と
お
〈
つ
ろ
ぎ
下
さ
い
.

年
中
無
休
で
、
営
業
時
間
は
午
前

十
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。
料

ピリカスキー場スキーコ スの全景

ε， 

。

休鰻重

品

。
。
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'1ヵτ新!

ち
に
い
よ
い
よ
イ
二
月
末
オ
プ
ン

と
な
り
、
ス
キ
愛
府
者
に
と
っ
て

は
こ
の
上
な
い
草
ぴ
で
守
」ざ
い
ま
す
。

一
千
一
一
百
九
十
M
M

の
ペ
ア
リ
フ
ト

頂
上
か
ら

C
コ
ー
ス
の
顕
ま
で
は
平

担
な
斜
面
で
余
裕
の
あ
る
滑
り
が
出

来
る
。
他
的
ス
キ
場
と
異
な
る
特

長
だ
と
思
は
れ
ま
す
。

「
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
」
と
新
名
称

の
も
と
に
ダ
ム
湖
と
森
に
阻
ま
れ
た

ピ
リ
カ
に
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ

る
.
温
口市
浴
場
、
協
木
プ
ル
等
多

様
な
機
能
を
も

っ
て
也
業
さ
れ
ま
す

「
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
」
を
皆
ん
な

で
有
効
利
用
し
て
、
そ
の
価
値
を
閉

め
ま
し
ょ
、
っ
。

楽
し
み
で
す

ピ
リ
カ
で
の
新
し
い
出
会
い
が

今
金
ス
キ

l
逮
盟

会
長

大
和
谷
正
雄
ぷ

345、

早
く
ビ
リ
カ
ス
キ
ー
場
で

す
べ
り
た
い

今
金
ス
キ
l
少
年
間

団
員

佐

藤

登

子

会ん

、、

凶
百
五
十
億
円
の
巨
制
な
国
費
を

投
入
さ
れ
た
英
利
河
ダ
ム
を
胤
下
に

眺
め
、

一
千
三
百

μ
余
り
の
変
化
に

叫
ん
だ
五
コ
ー
ス
の
ス
ロ
ー
プ
を
持

つ
、
ピ
リ
カ
ス
キ
場
も
待
望
の
う

〕5
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7幸主司聞こ鵠立網年記き毛ら ふるさと他事3

房下芯LIt-ド文化講演言今
金
町
商
工
青
年
部

・
婦
人
部
で

は
、
今
金
町
商
工
会
が
こ
と
し
で
三

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
町
の
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
(
ペ
ガ
サ
ス
基
金
)
の
助
成
を

受
け
、
十
月

一
日
町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
広
〈
全
町
民
の
方
を
対
象

に
文
化
講
演
会
を
企
画
、
開
催
し
ま

ー
レれた。講

師
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
7

ル
チ

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
中
の
ケ
ン
卜

s-
ギ
ル
パ

l
ト
さ
ん
で
、
テ

l
?

「
ニ
ホ
ン
人
は
も
っ
と
怒
っ
た
ら
」

で
し
た
。

講
演
会
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の

約
四
百
五
十
名
が
来
場
し
て
、
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
身
近
な
こ
と
か
ら
政
治

に
至
る
広
範
囲
で
、
東
京
に
住
ん
で

い
る
消
費
者
の
立
場
か
ら
大
手
の
ス

ー
パ
が
消
費
者
を
大
事
に
し
て
い
な

い
実
態
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
対
す

る
提
言
を
聞
い
て
く
れ
な
い
、
東
京

の
銀
座
の
ど
真
ん
中
町
ゴ
ミ
の
放
置
。

特
に
、
物
価
高
に
つ
い
て
も
っ
と
云

っ
た
方
が
良
い
。
束
京
で
は
、
貨
物

に
消
費
す
る
労
力
を
考
、
え
て
、
高
く

て
も
買
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
強
い
。

政
治
に
つ
い
て
も
総
理
を
決
め
る
の

に
国
民
不
在
。
(
例
、
竹
下
さ
ん
を

中
曾
恨
さ
ん
が
、
宇
野
き
ん
を
竹
下

き
ん
が
、
海
部
さ
ん
を
?
さ
ん
が
決

め
て
し
ま
う
J

日
本
は
ア
メ
リ
カ
が

怒
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

一
緒
に
怒

ら
な
け
れ
ば
悪
い
よ
う
な
気
が
し
て

い
る
。
日
本
自
身
の
ポ
リ
ン
ー
が
な

い
。
都
合
が
悪
い
こ
と
は
お
互
い
に

報
道
し
な
い
。
日
本
人
は
本
音
と
建

前
の
使
い
分
け
が
う
ま
い
。

ま
と
め
と
し
て
、
相
手
に
対
し
て

上
手
に
云
わ
な
け
れ
ば
‘
雑
音
に
し

か
と
ら
れ
な
い
。
云
い
だ
し
た
ら
資

⑩ • 

親
と
子
の
ワ
ク
ワ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

..."" . .， 
J~フ7E コPT
銀法

道
内
各
地
に
。
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
。

を
し
て
い
る
、
札
悦
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
・
パ
フ
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が

十
月
十

一
日
夜
七
時
か
ら
町
民
セ
ン

タ
ー
に
約
五
百
五
十
名
を
集
め
て
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
生
の
演
奏
に
接
す

る
事
の
少
な
い
親
子
の
方
々
に
音
楽

町
持
つ
魅
カ
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
今
金
町
文
化
協
会
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。

会
場
は
、
前
向
方
が
ゴ
ザ
席
、
後

方
が
椅
子
席
と
な
り
、
親
と
子
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
入
り
、
ゴ
ザ
や
椅
子

の
追
加
、
そ
れ
で
も
立
ち
席
が
で
る

盛
況
で
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
金
町
出
身
の

ジ

荒
川
マ
コ
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
始

ト

ま
り
、
七
名
が
次
々
に
テ
レ
ビ
の
ア

バ

ニ
メ
主
題
曲
と
な
り
の
ト
}
口
、
踊

プ

る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
、
ヒ
ッ
ー
曲
ラ
ン

ト

パ
ダ
、
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
、
コ
ン
ド
ル

の

は
飛
ん
で
行
く
な
ど
を
多
彩
な

礼

楽
器
や
小
道
具
を
た
く
み
に
使
っ
て

川

町
生
演
奏
に
、
子
供
た
ち
は
目
を
輝

時

か
せ
、

一
曲
一
曲
に
手
拍
子
や
大
き

出

な
拍
手
を
送

っ
て

い
ま
し
た
。

性

コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
り
あ
が
り
、
幕

に
な
っ
て
も
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
大
歓

声
に
二
曲
を
追
加
す
る
な
ど
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
い
曲
が
い

っ

ぱ
い
の
親
と
子
の
ワ
ク
ワ
ク
コ
ン
サ

ト
で
し
た
。

利
別
川
清
流
保
護
町
会
で
は
、

三

年
連
続
清
流
日
本

一
に
選
ば
れ
た
、

後
志
利
別
川
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く
、

き
れ
い
な
川
に
す
る
た
め
、
九
月
二

十
三
日
、
春
に
つ
づ
い
て
今
年
二
回

目
的

一
斉
清
掃
を
し
ま
し
た
。

ら
今
金
橋
ま
で
の
約
八
J
を
午
前
十

時
か
ら
二
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
、

用
意
さ
れ
た
特
大
の
ゴ
ミ
袋
四
十
個

ほ
ど
集
め
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
的
方
々
の
理
解
と
協

力
の
も
と
に
、
こ
の
運
動
も
一
一
年
目

三
年
連
続
清
流
日
本

一

後
志
利
別
川
の
清
持
に
汗
を
流
す

参
加
し
た
の
は

一
般
町
民
を
は
じ

め
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
衛
生
組
合

貝
、
ス
ポ
ツ
少
年
団
員
な
ど
、
約
六

十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
五
、
六
人
づ
つ
の
班
に

分
か
れ
、

上
流
は
住
吉
の
え
ん
堤
か

臆
測
雪
間
腐
艶
眠
置

工
事
は
じ
ま
る

国道から任
を
と
ら
な
け
れ
ば
社
会
は
良
く
な

ら
な
い
。
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、

も
っ
と
は
っ
き
り
云
う
な
ど
し
て
、

日
本
を
も
っ
と
も
っ
と
住
み
や
す
く

よ
く
し
て
ほ
し
い
と
最
後
を
結
ん
で

い
ま
し
た
。

舎
金
巴
も

曹
の
こ
@
王
様

極

賓

が

町
内
、
末
広
町
に
住
む
、
浜
田
邦

男
さ
ん
が
十
月
六
目
、
落
葉
き
の
こ

を
採
り
に
行
っ
て
、
北
海
道
そ
れ
も

道
南
で
は
大
変
め
ず
ら
し
い
き
の
こ

の
王
様
松
茸

一
本
を
(
今
金
で
は
初

め
て
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
)
見
つ
け

三
十
二
チ
ー
ム
ガ

第4回ツールド北海道

し
@
習
を
削
る

自
融
制
職
者
層
闘
M
H

国
内
最
大
の
自
転
車
ロ
ド
レ
ー

ス
第
四
回
ツ

l
ル
ド
北
海
道
第
二

ス
テ
ー
ジ
が
十
月
十
目
、
二
十
二
け

選
手
百
十
名
が
江
差
町
か
ら

一
斉
に

ス
タ
ト
。
八
雲
今
金
を
径
由
す

に
な
り
、
ま
た
今
年
二
回
自
の
こ
と

か
ら
ゴ
ミ
の
畳
も
実
施
す
る
た
び
に

少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
み
な

さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

H

北
圏
内
冬
を
快
適
に
過
ご
す
。

'. (e 

自
宅
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

発
見
し
た
場
所
は
、
町
内
の
旭
台

地
区
の
ト
ド
マ
ツ
と
落
葉
松
の
混
交

林
の
中
の
ト
ド
マ
ツ
の
根
元
に

一
ー本

を
発
見
(
長
さ
臼
勺
、
茎
径
4
勺
、

カ
サ
径

B
旬
、
重
き

1
5
0
づ
の
立

派
な
も
の
で
す
。
)

二
十
五
年
前
に
京
都
に
行

っ
た
と

き
見
た
松
茸
に
よ
く
似
て
い
た
の
で

持
ち
帰
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
き
の

こ
を
保
健
所
、
営
林
署
の
き
の
こ
に

く
わ
し
い
人
等
に
鑑
定
を
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
間
違
い
な
い
で
し
ょ

う
と
云
う
こ
と
で
し
た
。

松
茸
ご
は
ん
に
し
て
食
べ
た
と
こ

ろ
ず
っ
し
り
し
た
歯
ご
た
え
と
、
香

る
瀬
棚
町
ま
で
の
百
二
十
J
で
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
肌
寒
い
天

〕B
 

〔

J の
人
が
参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

た
め
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、
流

雪
講
の
設
置
工
事
が
、
九
月
十
五
日

の
国
道
二
三

O
号
線
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

今
回
、
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る

の
は
国
保
病
院
横
か
ら
今
金
消
防
支

岩
ま
で
の
区
間
約
二
百
口
で
、
断
面

的
可
×
剖
勺
の
流
雪
溝
が

一
個
づ
っ

慎
重
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
期
は
、

十
二
月
十
七
日
ま
で
の

予
定
で
す
。
通
行
す
る
方
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
工
事

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

り
は
ほ
ん
と
う
に
美
味
で
し
た
と
話

し
て
お
り
ま
し
た
。

今
金
町
に
も
、
き
の
こ
の
王
様
と

云
わ
れ
る
松
茸
が
あ
る
の
で
す
ね
。

町
内
を
く
ま
な
く
探
索
す
れ
ば
、
あ

な
た
に
も
発
見
、
探
し
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
も

気
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
金
町
で
は

ん
l
ト
沿
線
に
お
揃
い
の
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
百
十
名
の
立
哨
貝
が
立
ち
、

プ

協
力
し
ま
し
た
。

ト

レ
ー
ス
は
、
平
均
時
速
四
十
J
、

抑
下
り
坂
で
は
九
十
J
を
越
す
ス
ピ
ー

グ
ド
に
転
倒
者
が
出
る
な
ど
、
抜
き
つ

い

抜
か
れ
つ
の
激
し
い
レ

l
ス
と
な
り

寸

選
手
が
通
過
す
る
た
び
に
、
小
旗
を

芯

手
に
沿
道
を
埋
め
た
観
衆
か
ら
大
声

献

援
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

特

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
、
道
内
最

小

大
町
ロ

l
ド
レ

l
ス
の
快
走
に
、
町

特
民
の
み
な
さ
ん
の
感
動
と
罪
仰
を
呼

酢

ん
だ
よ
う
で
す
。

先
-橋大b

r
山"

]
 

7
 

〔



』

‘ 『切

なかなか手持ちのバケツに入らないナイスキャッチでLた

画

中
国
に
行

っ
て
き
て

今
金
小
四
年

日
置

美
幸
さん

中
国
に
行

っ
て、

中
固
め
人
の
く

ら
し
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
く
ら

し
は
、
木
の
家
で
気
温
は
三
+
六
度

だ
か
ら
中
国
の
人
は
、
外
で
ふ
〈
も

消
な
い
で
ね
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ

れ
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

⑦

1
1
1
1
1
1
1
l
t
 

一
頼
ら
れ

一

好
か
れ
る
職
員
に

一

早

坂

忠

さ

ん

M
川

&
 

富a
 

E
F
 

ee 

酬
明t

F
 

ヲ

初めてのため、上手な子と下手な子
と差があったようです

F 
""~ 

浅野内匠守リレー

大きなアクションでゲ

ートボールの審判を務
め大会を盛りあげる

10月10自
体育の自

• 園

学
校
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
ス
プ
ラ
イ
ト
内
ジ

ュ
ー
ス
が
で
ま

し
た
.
学
校
で
は
中
国
の
人
が
ピ
ア

ノ
を
ひ

い
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ふ
え
を
ふ
き
ま
し
た
。
そ

の
子
ち
ゃ
ん
は
ピ
ア
ノ
を
ひ
き
ま
し

た
。
お
ど
り
も
お
ど
り
ま
し
た
。
ゆ

か
た
を
活
る
と
、
中
国
の
人
は
び

っ

く
り
し
た
よ
う
な
か
お
を
し
て
い
ま

し
た
。
も
っ
と
び

っ
く
り
し
た
こ
と

は
、
前
半
と
自
転
車
が
い

っ
し
ょ
な
こ

と
で
す
。
道
路
の
ま
ん
中
を
自
転
車

が
走

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
ホ
テ
ル
に
も
ど

っ
て
ご

は
ん
を
た
べ
ま
し
た
。
中
図
的
料
理

今
春
、
地
元
円
高
校
を
卒
業
し
て

一

社
会
福
祉
法
人

「盟
舟
闘
し
に
動
的

一

ま
し
た
。
寸
園
で
は
事
務
の
ほ
か
、

噛

幅
広
い
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
不
馴

れ
の
た
め
と
ま
ど
う
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
上
司
的
方
の
親
切
な
指
導
を

受
け
頑
張

っ
て
い
ま
す
.
入
所
し
て

い
る
ご
老
人
の
み
な
さ
ん
や
同
僚
の

み
な
さ
ん
に
頼
ら
れ
、
好
か
れ
る
職

貝
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
.
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
.

L

早
坂
さ
ん
は
、
上
村
興
業
に
勤
め

る
一
到
さ
ん
の
四
見
二
主
町
長
男
で

す
.
趣
味
は
、
体
日
に
ド
ラ
イ
ブ
を

難
し
む
と
去、ヮ
、
行
動
的
で
明
る
い

姉
宵
年
で
す
。

ベタンク大会
(小さな標的に向かっτ丸い

石を投げ合い、より近づけること

によって得点を競い合ます)

ゲームを楽しむ

ス*=ツや

は
、
は
じ
め
て
で
す
。
つ
ぎ
か
ら
つ

ぎ
と
、

料
理
が
た
く
さ
ん
で
で
き
ま

す
。
あ
ぶ
ら

つ
こ
い
も
の
ば
か
り
な

の
で
、
い

っ
ぱ
い
娘
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。リ

ー
ダ
ー
の
お
姉
さ
ん
と
子
ど
も

た
ち
五
人
で
外
に
行
き
ま
し
た
。
夜

だ
と
い
う
の
に
、
と
て
も
あ
つ
い
の

で
す
。
夜
は
、
き
れ
い
な
池
で
き
れ

い
な
水
が
あ
り
ま
し
た
。
黄
色
い
水
、

背
い
水
、
赤
い
水
、
み
ど
り
色
町
水

と
い
ろ
い
ろ
で
す
。

ホ
テ
ル
に
帰
り
ま
し
た
。
お
部
屋

は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
制
的
食
事

は
、
七
時
と
決
っ
て
い
ま
す
。
中
国

は
ど
う
し
て
あ
ぶ
ら

っ
こ
い
物
ば
か

り
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

見
た
と
こ
ろ
は
、
上
海
、
南
京
、

む
し
ゃ
〈

広
州
、
無
錫
に
行
き
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
中
国
で
な
い

と
こ
ろ
を

海
外
旅
行
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
絵
「
い
か
だ
く
だ
り
」

ゲートポール大会

真剣なプレーが目につきま Lた

ナイスショ ット?，ぐークゴルフ大会

ニーJレを敷いて親子で座り、楽 L< 
弁当やおやつを食べる

親子で集団ジャンケン大会

で
も
、

中
国
に
行
っ
て
き
て
日
本
ほ

ど
い
い
す
み
よ
い
と
こ
ろ
は
な

い
と

1
1
1
j
)幻
)
)
)
、
j

)

)

J

な
な
か
ま
ど
淋
摘
と
な
る
を
践
が
ま
っ

今

野

黙

堂

会

〈

そ

そ

ら

t
t
s

]

3
昏
れ
初
む
る
空
を
と
ど
め
し
雁
来
紅

今
村
由
井
子

怖

を

f
ζ
も

の

ふ

=
2ん
令

官

ベ
ン

皿
に
小
物
増
ゆ
る
や
十

三
夜

斉

藤

み

ち

別

し

ん

り

ょ

う

か

ぜ

み

み

た

a-e

う

S

M

門

新
涼
の
風
に
耳
立
つ
牧
内
馬

伊
線

翠
女

-v

a
-
-
h
u
a
eぞ
か

げ

え

ae--と
む

い

幼
ら
の
遊
ぶ
影
絵
や
秋
灯
し

杉

本

あ

い

一

"""ー

す
い

ぼ

つ

か

れ

の

J

C
水
没
の
せ
ま
り
し
ダ
ム
の
枯
野
か
な

笠

原

唱

司

一

ヲ

ゆ

，

、

。

み

じ

，

露
し
ぐ
れ
句
碑
に
魅
せ
ら
る
み
ち
の
く
路

辻

知

子

(

fγ一一一F兎=づ令袋少m旬戸イドJ守干干ドドニニニニ;ニニζニ二;

! 惨帥水野品轟弘"~ ~困)
昭和臼隼 7月2幻7日生まれ)掴 ヨ :

i 齢金 木野利孝さんの長女 ~‘... ご'司__1

; 附恥ら叫I P耳廻里 、¥，1圃今年内 l月にお姉ちゃんになりま L ...... 司 ， JI・回 i
た。はじめの頃はミルクを飲ませたり . 画 ....・・・・It 

i して、お姉ちゃんよりを発揮、いまで r ff γ密漏・・・....，t 

j町 民民間 tLLKM 
l い と願っ ています。 L.JL園田園田~巴-' .. ， J 

! I I肱 岨& ‘五十嵐変主ん i
"1 • 戸 厄 -圃園 (昭和63年 2月 17日生まれ

! I 1 丸一 .1.・圃圃園 南町五十嵐義治さんの 2男 l 
!リ-4:ト4・圃圃圃 圃 [和、ら11_・・凶・・・・・・・・・・ ランパダを聴くと飾りだす、ひょう i
E・E・・・・・・・・圃・・ きんで、わんぱくな次男坊です。この 1

1圃・・・・・・・・・・V まま子供らしさをうしなわないで、の i

-ーー…=一一三三二三三ごffj

渡辺理恵さん種川小 1年

お
も
い
ま
し
た
。

1
 

9
 

〔



自お

知
υ
~h
M

べせ

除
雪
車
の

運
転
手
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
臓
貝

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

戸
U言

・
一一雌
周
期
間
十
二
月
二
十
一
日

1
翌
年
三
月
二
十
日
ま
で

・
雇
用
人
只
十
名

・
応
募
資
格

町
内
在
住
者
で
、
年

併
は
四
+
五
歳
未
満
の
者

・
選
考
方
法
的
類
選
考
と
し
ま
す

の
で
、
同
胤
鹿
舎
と
免
許
証
的
写
し

を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
申
込
期
間
十

一
月
七
日

1
同
二

十
五
日
ま
で

・
申
込
み
先
役
場
建
設
課
管
理
係

〈建
設
謀
管
理
係
〉

模診を受けて明るい健康づくり

11月みんな

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

ます

年
金
に
闘
す
る
質
問
や
相
談
を
次

的
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ロU
ヨロ

ま
で
、
』
相
談
願
い
ま
す
。

己
Z
E
--

①
今
後
、
燥
地
と
し
て
開
発
を
希
望

す
る
場
合
。

②
将
来
的
に
燥
地
と
し
て
の
利
用
を

や
め
、
植
林
や
燥
地
以
外
の
開
発

を
希
望
す
る
場
合
。

③
山
林
原
野
等
を
民
地
以
外
の
関

発
を
希
望
す
る
場
合
。

な
お
、
不
明
な
尚
、
詳
細
に
つ
い

て
は
牒
林
製
山
政
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。
〈
内
同
林
制
体
内
国
政
係
v

日
ト
目
前
ー
で
引
け〕

技
能
士
的
祢
号
は
仕
事
を
ま
か
せ

る
場
合
的
パ
ロ
メ
タ
で
す
。

技
能
士
は
国
が
行

っ
た
技
能
検
定

に
合
格
し
た
人
で
、
一
級
技
能
士
は

労
働
大
臣
、
二
級
技
能
士
は
道
知
事

か
ら
称
号
を
与
え
ら
れ
公
に
そ
の
技

能
が
証
明
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。

技
能
士
の
家
、
脂
、
事
務
所
等
に

は
、
標
示
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
柑
綴
く
だ
さ
い
。

〈桧
山
支
庁
商
工
労
働
諜
〉

よ主
置機

1 

町
民
セ

ン
タ
ー
前
国
道
二
三

O
号

線
に
、
歩
行
者
が
安
全
に
国
道
を
横

断
で
き
る
よ
う
に
と
、
押
し
ボ
タ
ン

〕O
 

1
 

〔

社会福祉協議会だより 2 .10. 8 

調長光町車学園、盟舟園、社会福位協議会への多額的

ご野附ありがとうございま Lた. {敬林略}

〈函館市〉 犬 塚 アサ子

竹 次 {宜 朗 今金町危険物安全協会

〈八雲町〉 境 回 夫

日本たばこ産業側八雲官業所 安 藤 優

〈厚沢部町〉 曽我井 丑L 近

間 ~r A 男 多 回 苛 イ'1'

〈瀬棚町〉 大 企 啓太郎

京 谷 y ぺ' 聖T 1由 ヨL
〈北桧山町〉 西 政 l悶

聞 司ヨ ノ、 Jレ CL イ イ ダ 呉 )I~ 広

米 4ま 久丹子 嘆 茶 フ フ ワ

西 聖F ヨそ ク 折 原 商 f占

北桧山町緑町轄典山車踊 ')告 国井中 B勢

〈今金町〉 佐々木 春 夫

)11 原 J、 と ん 庖 上 村 ヂ ン

戸 室 d刷u 義 種川祭典山 車腕 。 全

輔 戸 ツナヨ 種川小学校児 童会

瓜 凪 山 立正佼正会背年部

式
信
号
機
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し

た

こ
の
場
所
は
、
今
ま
で
横
断
歩
道

が
あ
る
だ
け
で
し
た
。

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
道
路
を
横

断
す
る
時
は
め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
信

号
機
の
あ
る
場
所
で
、
信
号
機
に
従

い
、
車
両
の
停
止
を
確
認
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

〈北
桧
山
瞥
祭
器
〉

薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

東
は
病
気
の
治
療
や
予
防
な
ど
私

た
ち
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
が
、

使
い
方
を
誤
る
と
健
康
を
害
す
る
こ

• • 
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
.

次
的
事
項
に
注
意
し
て
薬
は
正
し

く
使
用
し
ま
し
ょ
う。

一
、
薬
に
添
付
し
て
あ
る
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
薬
の
副
作
用
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ

使
用
を
中
止
し
専
門
家
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
.

三
、
姦
は
症
状
に
よ
り
使
用
す
る
薬

が
山間
な
り
ま
す
の
で
、
専
門
家
に

よ
く
相
続
し
て
症
状
に
あ
っ
た
薬

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
薬
は
、
高
温
湿
気

・
日
光
を

避
け
て
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

〈今
金
保
健
所
〉

l)'( 目 対 輩 者 実施日 時 間 実 施 会 場 仙2 考

① 事L 児 相 蹴 生後 6 . 9ヶ月児 l目附 畳9イ抑3制01110 町民センター 保健指導、飽康相官長-10 : 00 

② 1 j事6ヶ月児健診 生後 1歳 7. 8ヶ月児 l日休4 交12付t3l刊011 町 民セ ンタ 保身体健肝拍剛噂 医tfr糾師陣指府岬ー13:00 

③ 3 {lI"(混合予防接種 生後 24-48ヶ月児 2日幽 交13付昨20日113 日 回 医 院 第 1;ql 3回目ー13:30 

5日昨日 9 : 30-9 : 50 光台自治会館

10:05-10:35 上稲穂全 館

10: 50-11: 30 南岸生活改普センター

13: 30-14: 00 英利河生活館

14: 15-14: 55 花石生活改善センター

15 : 05-15 : 45 中里僻地保健福祉会館

15: 55-16: 35 住吉生活改善センター

6日t拍 9:00-11:40 役 f晶 4 阿'1

13: 15-15: 30 老 人 福 祉 セ ン タ ー

15:40-17:00 町民センター

7日刷 9:30-10:00 日 進寿 グ】 家

10: 15-10: 45 白 石奔 グ〉 家
検査内容

10: 55-11: 30 八車生活改普センター
尿検査血圧測定

④ 
循環時、紡核

全 住 民 13: 15-13: 45 イマヌエノレ寿町家 血液検査
出11 ヌゲ ン 検診

14: 00-14: 30 神 丘福祉 官官 身体計測

レントゲン搬彬
14: 40-15: 20 多告 岡 会 館

15:30-16:45 光町 里 学 国

18 : 00-20 : 00 町 民セ ンタ ー

8日刷 9 :30-10:45 旧極川 中 学校

11: 00-11: 30 南盟受自治会館

13: 15-14: 00 λ車初回自治会館

14: 15-15: 05 旦問 国 生 活 館

15: 15-15: 55 鈴金生活改善センター

16:05-16:35 八持集落センタ

9日幽 9 :00-10:50 老人福祉セ〆タ

11:00-12:00 制ことよ き玩具前

13: 15-15: 30 町 民セ ンタ

12日(月) 10: 00-15: 00 町 民セ ンタ

⑤ 般 相 験 全 住 民 19日(月) 10:00-15:00 老人福祉センタ 保健指噂、健康相級

26日開) 10: 00-15: 00 町 民セ ンタ ー

⑥ 妊 婦 相 日長 妊 副司 σ3 方 13日ω 畳12付時'5間-13 : 15 町 民セ ンタ 車助輪庫丑副指血導植柚曲畳科相場

⑦ 育 児 購 座 生後 3 ヶ月児 15日附 畳9付3時0間 町 民セ ンタ 保健指導健康相絞-10:00 

⑧ 事L 児 健 診 生後4.7.10.12ヶ月児 15日同 畳12付3時01111 町 民セ ンタ ー 時身体位百指十醐噂 医曲科師柑倍臨噂-13: 00 

⑨ 股 脱 健 診 当25三日4ゑιA2」ェヶσ〉月i:JJ yiとz 26日開 13 : 00-14 : 00 今金保健所 股関節X線搬彬

⑬ 無医地区巡回診療 全 住 民 29日側 畳14付時30間 町民センタ 診療科目 眼科-15: 00 

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

一
、
と

き

十

一
月
二
十
一
日

ω

午
前
十
時
i
午
後
三
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

三
、
相
談
貝
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
貝

一
名

〈町
民
福
祉
融
年
金
係
v

国
保
税
第
五
期
の
納
期
は

十
一
月
三
十
日
ま
で

町
税
の
国
民
健
康
保
険
税
第
五
期

的
納
期
は
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
で

す
。
納
税
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

保
険
税
は
医
療
費
支
払
い
の
大
切

な
財
源
で
す
。
納
期
内
に
納
め
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈税
務
課
徴
収
係
〉

農
業
振
興
地
縁
の
農
用
地

区
減
の
見
直
し
に
つ
い
て

町
で
は
、
脱
諜
朋
地
的
確
保
及
び

土
地
利
用
の
効
率
化
の
た
め
に
、
燥

用
地
区
域
の
指
定
の
見
直
し
を
実
施

し
ま
す
。

内M
業
者
や
町
内
に
土
地
を
所
有
す

る
方
で
次
の
よ
う
な
土
地
利
用
を
お

考
え
の
方
は
、
十
一
月
末
ま
で
に
係

• 

1
 

1
 

1
 

[
 



ノマヘママず助手節目
庖材主 賓Z

11月の休日当番医
楢崎病院(瀬棚)H⑦3021

今金町国保病院(今金)~0221 

岩間医院(今金)H~0057 

平 病 院(北桧山)H④5011

富 田 医院(今金)H~0324 

北桧山町国保病院(北桧山)宮④5321

ロ
u

n口

円
口
門
口
門
口
門
口

3

4

H

M
お

お

令令や住民の勘臨 場。やや

前月対比

(+ 1) 
(+ 1) 

(:t 0 ) 

(+ 2) 

9月末現在

7，887人

3，817人

4，070人

2，494世帯

人 口

男

女

世帯数
O 

南国代

日ノ出町

南豊受

八幡町

東町

南町

大和町

女

女

女

女

女

女

男

2
長

2
長

長

2

2

ん

ん

ん

ん

ん

ん

ん

さ

さ

さ

さ

き

さ

さ

う

治

昭

嗣

幸

弘

人

と

勇

時

繁

智

秀

康

直

で

(

(

(

(

(

め

日

日

日

日

日

日

日

吉

8

1

1

6

7

7

5

3

1

2

2

2

2

:

l
 

ぴ

月

月

月

月

月

月

月

う

9

9

9

9

9
m

m

よ

ち
ー
ら
や
ん
ち

t
』

ん

見

ん

弘
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固いつまでもおしあわせに

~田井中剛九(本町) =寺島美香さん(昭和町)

~通岩 公九(南町)二小室春美さん(北桧山町)

栄町

南町

八束南原

南栄 町

花石

圃お〈やみもう Lあげます

外崎 仙造九 10月4日 69歳

山崎繁太郎さん 10月6日 81歳

森 川時時九 10月6日 75歳

佐 藤ハナ九 10月7日 89歳

佐竹三知蔵九 10月9日 90歳
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十
月
五
日
、
町
内
衡

がか
全
道

一
斉
の
空
き
缶
ゼ
ロ
の

に
ち
な
み
、
役
場
前
町
国
道
で
中

用
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
通
行
す
司

や
歩
行
者
に
、
大
き
な
声
で
空
き
缶

ゼ
ロ
の
街
頭
啓
発
運
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
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先
日
、
東
京
に
い
る
同
級
生
と
銀

行
で
久
し
ぶ
り
に
会
い
、
い
ろ
い
ろ

と
お
話
し
を
し
た
中
で
、
「
お
前
は

幸
福
だ
な
あ
し
と
一五
い
ま
す
。
ど
う

し
て
と
云
う
と
寸
い
つ
も
お
い
し
い

水
が
飲
め
る
か
ら
」
「
東
京
の
水
道

水
は
匂
と
昧
が
ま
ず
く
て
生
水
は
飲

ま
れ
な
い
。
生
水
を
飲
む
と
き
は
市

販
の
水
だ
よ
。
俺
は
帰
郷
し
た
と
き
、

す
ぐ
た
く
さ
ん
の
水
を
飲
ん
で
い
る
」

と
云

っ
て
い
ま
し
た
。
V
毎
日
、
私

た
ち
が
な
に
げ
な
く
飲
ん
で
い
る
水

で
す
が
、
こ
の
味
は
都
会
内
人
に
は

大
変
う
ら
や
ま
し
い
よ
う
で
す
。

マ
今
金
町
も
い
ま
は
人
が
減
り
、
過

疎
ぎ
み
で
す
が
、
い

つ
か
ま
た
、
今

金
に

U
タ
ン
し
た
い
と
云
う
人
が

た
く
さ
ん
で
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
日
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
山

や
川
町
自
然
を
大
切
に
、
そ
し
て
こ

の
お
い
し
い
水
を
確
保
し
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
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